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令和５年１２月１８日 相模原市教育センター 学習情報班 発行 

 

GIGA スクール構想が始まり３年が経とうとしています。タブレット PC 等の ICT 活用が進み「ど

う使うか」から「どのように使うか」の視点に変わっています。さがみはらGIGA通信では、相模原

市立小中学校等が取り組む、タブレット PCを効果的に活用した新たな学びの姿をレポートしていき

ます。第１４回は、小学校におけるプログラミングの授業づくりの工夫について紹介します。 

 

共和小学校のプログラミングの授業づくりに向けた取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共和小学校では、プログラミングを活用した授業づくりに係る先生方への支援を、担当者を中心

に１年間を見通して計画的に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教科の学習を深めるプログラミング活用】 

５年生 理科「流れる水のはたらき」で、川の氾濫による水害から命を守るシステムのモデルを

製作しました。モデルの製作に「LEGO SPIKE」を使用し、水害から身を守るための仕組みとプロ

グラムを考えました。実際に製作したモデルの一つに、水位の上昇をセンサで計測しプログラミン

グして警報音を鳴らすことで、危険地域の通行を制限するものがありました。製作を通して、「大

雨の時には川から離れること」や「川に近づかないこと」が命を守ることにつながることに気がつ

いていました。授業者は授業を通して、理科の学習とともに、プログラミングの学習のねらいも達

成できたと話していました。 

 

 

 

 

 

 

【ＩＣＴ支援員の授業支援】 

 LEGO SPIKE の使い方や授業で取り組む課

題、制作するプログラムについて、事前にＩＣ

Ｔ支援員と相談し準備しています。また、いつ

でも授業ができるように、年間を通して、計画

的に支援が受けられるようにしています。 

 

 

 

 

 

◀センサで水

位の上昇を感

知すると扉が

閉まるシステ

ム。扉が閉ま

っ た 際 は ､✕ 

印を表示し、

通行禁止であ

ることを伝え

ている。 
◀水位を感知するセンサ 

今回活用したサービス 

LEGO SPIKE プライム 

【校内ミニ研修】 

 プログラミングの授業を得意とする先生や、

先進的に取り組んでいる先生、ＩＣＴ支援員が

講師となり、先生方の必要に応じた研修を行っ

ています。２０分程度で教材の使い方やプログ

ラミングの授業づくり等の、スキル向上に努め

ています。 

 

 

▲先生方の事前のアンケートより希望が多かった

LEGO SPIKE の研修を行った。全員参加ではなく、

希望参加の研修を短時間で定期的に行うことで、近

いうちに授業を行う先生のスキルを高められる。 

◀授業中は、児童の PC

操作や教材のネットワ

ーク接続等の環境整備

の支援を行い、先生が

安心して授業を進めら

れるようにしている。

また、授業内容が事前

に共有されているた

め、児童の質問に適切

に答えている。 



※参考 【教員のプログラミング経験予想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、プログラミングを活用してきた教員や、

情報活用能力の育成において、一定の知識や技

能をもった教員が増え、プログラミング教育は、

より高度に、専門的な授業実践へと変わってい

くことが考えられます。教育センターでも、こ

のような変化に対応できるよう、引き続き、す

べての先生方への支援に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 プログラミング教育 

元年 

～R３ 

ＩＣＴ支援員と協力した授業実践や得意な

先生が「まずはやってみよう！」で実践 

R４ 

～６ 

一人で授業を行う先生の増加 

各教科のねらいを深めるツール活用が進む 

R７ 

～９ 

大学等でタブレットＰＣの活用方法を学ん

だ先生の採用増加 

R１０ 

～１２ 

高等学校「情報Ⅰ」の授業を受けた先生の

採用（テキストコーディングの経験有） 

R１３

～ 

小学校でプログラミングを活用した授業を

受けた先生の採用増加 

【「先生の分かりやすさ」だけではない、「児童の分かりやすさ」に寄り添う授業づくり】 

 ５年生担任の生田先生に本単元の授業づくりについてお話を伺ったところ、先生は常に児童の

分かりやすさに寄り添った授業を心がけていることが分かりました。 

本単元では、児童にプログラムを例示するときやプログラムを考えさせるとき、フローチャー

トやアクティビティ図（右下画像）を用いて、課題の解決手順を整理したり、同じように実行さ

れるプログラムを左の画像のように例示し、児童が理解しやすい方を選択できるよう（認知の特

性）考慮したりする等、児童の分かりやすさに寄り添った工夫を行うことで、児童が主体的に取

り組めるような授業づくりを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プログラミングの授業における校内調査】 

学校には、プログラミングを含むＩＣＴ活用

を得意とする先生だけでなく、ＩＣＴ支援員と

協力して授業を行う先生や初めて授業をする

先生等もいます。 

本調査により、その実態を把握し、それに応

じた研修を計画的に取り入れ、学校全体のＩＣ

Ｔスキル向上と支援に努めています。 

 

 

 

▲校内でアンケートを行い、先生方の実

態を把握し、授業の支援をしている。 

▲認知の特性「GIGA スクールハ

ンドブック追補編 vol1」P6 参照 

▲統一モデリング言語を使った授業の工夫

が、わかりやすさの支援に繋がっている。 

一人一台端末を活用した、児童の分かりやすさに応じた授業づく

りが進んでいる。また、本市の小中学校等の中には、個別の学び

に寄り添った自由進度の学習を取り入れる学校が見られている。

児童生徒は個別のタスクシートを先生と共有し、先生と一緒に課

題や学習進度を把握し、主体的に取り組めるようにしている。 

左右の異なるプログラムは、実行すると同様に動作

するが、児童により分かりやすさは異なる。 


